
同大ハンドボール部の歴史は、1991年に遡

る。現在、ハンドボール部監督で、日本ハン

ドボール協会で役員も務める江成元伸教授

が、希望者を募って大会に挑戦したのがはじ

まりだ。当初は、他の部活とかけ持ちしてや

っている部員も多かったが、次第に「ハンド

ボールをやりたい」という学生が増え、95年

ごろには部員数50人を数える部活動にまで成

長した。現在は男女を合わせて52人の部員数

を誇り、昭和薬大の中でも部員数の多い部活

動の１つだ。

練習は通常、水曜日と土曜日の週２回で、

水曜日は講義が終わった後に大学の外で２時

間、キャンパス内の体育館に戻って１時間行

っている。土曜日は大学が休みのため、午前

中をまるまるキャンパス内の体育館での練習

にあてている。

個人のシュート練習に始まり、３対２や２

対１といったフォーメーション練習、６対６

の試合形式の練習など多様な練習メニューで

汗を流す。練習メニューのベースは江成氏が

作っており、アドバイスもするが、基本的に

部員が主体。学生なりに工夫を凝らして練習

メニューを組み立てている。

公式戦としては、関東学生ハンドボ

ール大会と関東医歯薬ハンドボール大

会に参戦している。両大会とも、春と

秋に開催され、男子チーム、女子チー

ムともに１年に４回の公式戦をこな

す。特に、関東学生ハンドボール大会

には、薬科大学・薬学部単独で参戦し

ているのは同大だけ。「強豪が多い」

というのが率直な実感だ。一方、関東

医歯薬ハンドボール大会は同レベルの

チームが多く、過去には男女アベック

優勝を果たしたこともある。

厳しい練習もチームの結束力の強さで乗り

切り、積極的に公式戦にも参戦しているハン

ドボール部。そのハンドボールの魅力につい

て部長と男女の両キャプテンは、「やったこ

とがなく、ルールも分からなかったが、かえ

って未知の競技というのが魅力だった」「チ

ームスポーツなので、みんなで盛り上がりな

がら上を目指していくのが楽しい」「実際に

やってみて、頭を使うスポーツであることを

知った」などを挙げる。さらに部長は、「チ

ームプレー以外の面でも仲が良く、雰囲気の

良い部なので、試験前に情報交換をしたり、

一緒に勉強したりしている」と話す。結束力

の強さを学業の面にも生かしているようだ。

今後の目標としては、「悔いがないように

全力で練習し、試合に臨み、勝ち、その喜び

をみんなで分かち合いたい」と口を揃える。

また江成氏は「スポーツは、その場面場面

で瞬時の判断力が求められる。ある場面に立

った時に、思いつきではなく、その状況を理

解した上で判断を下すという能力を部活動を

通して培っていけば、将来、冷静かつ客観的

な判断が求められる医療現場などで働く際に

も生かせるのではないかと思う」という。さ

らに「皆、苦しい練習をやり遂げて試合に臨

んでいる。卒業した後に、『あの時の練習で

苦しい思いをした』『それを乗り越えて試合

に臨んだ』といった記憶が、困難な場面に立
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東京都町田市にある昭和薬科大学は、なだらかな丘陵地に広がる緑豊かな

キャンパスで、北側には大学施設としては全国屈指の規模を誇る薬用植物園

を整備。また本館を挟んで講義棟、実習棟、研究棟の反対側にあるのが体育

館（多目的アリーナ）。中から真夏の暑さに負けぬ活気にあふれた声、切れ

目ないドリブルの音、そしてボールがゴールに突き刺さる音が響いてくる。

男女合わせて50人を超える部員がいる昭和薬大ハンドボール部。単独の薬科

大学・薬学部としては唯一、関東学生ハンドボール大会に名を連ねる。また

医療系の関東医歯薬ハンドボール大会へも活躍の場を広げている。男子チー

ムと女子チームをまとめている部長および男女各チームのキャプテンは「チー

ムスポーツであるがゆえに培われる部員同士の結束力の大切さを感じる」と

口を揃える。部員が一丸となり、苦しい練習の先にある勝利を目指している。
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ったとき、きっと力になると思う」と語る。

昭和薬大ハンドボール部




